
平成 22 年度　広報おおさき　7 月号��

　枕崎市の発行する『広報まくらざき』７月号にて，本町の
大崎海岸，くにの松原，キャンプ場，横瀬古墳など紹介して
いただきました。

あなたのまちと
　“よかとこ”情報交換！よかとこトレード！

■お問い合わせ先
枕崎市役所水産商工課 ☎ 0993-72-1111
きばらん海事務局　　 ☎ 0993-72-1072

【枕崎市の概要】 ■人　口　24,131 人（H22.6.1 現在）
■面　積　74.88 ㎢ ■市　花  キク
■市　木　ツバキ ■広報誌発行部数　11,000 部

今月の交流市町【枕崎市】
　九州で唯一，三尺玉花火の上がるまち枕崎市。この
でっかい花火は市民の寄付金で打ち上げられます。ま
さに市民一丸の証。三尺玉花火は８月７日・８日に行
われる「さつま黒潮『きばらん海』枕崎港まつり」の
フィナーレを飾ります。南海の夜空に咲く大輪の華を
ぜひ見に来てください。

「けねづでづるっ見げきやんせぇ」

’09三尺玉花火
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